
全⾃連年度初め説明会⽤資料
令和7年4⽉15⽇
⼀般社団法⼈全国⾃治体ライドシェア連絡協議会

配付⽤



地域交通に係る「緊急⾸⻑アンケート」（令和5年9⽉,11⽉）：活⼒ある地⽅を創る⾸⻑の会

【参考】活⼒ある地⽅を創る⾸⻑の会(発⾜：令和2年10⽉22⽇)：会員337⼈（内訳：知事11⼈・市区町村⻑326⼈)
※関連団体：職員の会：523⼈、地⽅議員の会：298⼈（⾸⻑の会を含む3団体会員合計数：1,158⼈）

令和6年度総会の様⼦（2024年6⽉）令和5年度総会の様⼦（2023年6⽉）

令和7年4⽉14⽇現在



⼀般社団法⼈ 全国⾃治体ライドシェア連絡協議会（略称「全⾃連」）
❶住所：東京都千代⽥区霞ヶ関3丁⽬6番14号三久ビル504

❷役員等：
・共同代表（理事⻑） 樋渡啓祐（元武雄市⻑）,浅⾒泰司（東京⼤学教授）
・理事 ⻤橋正敏（みどり法律事務所）,本丸達也（リベラ株式会社）

髙桒圭⼀（元国⼟交通省運輸安全委員会事務局⻑）
・顧問弁護⼠ ⼭⽥卓（三番町法律事務所）
・顧問 鈴⽊英敬（衆議院議員）,鈴⽊康友（静岡県知事）,

藤井直樹（元国⼟交通事務次官）

❸事務局：
・事務局⻑ 池上明⼦（元デジタル庁参事官補佐）
・参与 真下敬太（法律事務所ZeLo・外国法共同事業弁護⼠）

❹⽬的：
公⺠連携及び⾃治体間連携等による地域公共交通の利便性向上及び持続可
能性の確保を図り,もって公共の福祉の増進に寄与することを⽬的とする。

❺業務内容：
・地域公共交通の活性化に関する⾃治体及び交通事業者に対する助⾔⽀援
・所管官庁及び⾃治体,関係機関との総合調整
・地域公共交通に関する調査研究
・地域公共交通の担い⼿の育成
・地域公共交通受託事業者に対する技術的⽀援及び情報共有
・地域公共交通に関する刊⾏物の出版
・地域公共交通に関する講習会,交流会等の実施
・公共ライドシェアの普及啓発及び利⽤促進
・本会の⽬的に適合する学会・団体等への参加協⼒
・その他当法⼈の⽬的を達成するために必要な事業

❻設⽴⽇（法⼈登記）：令和6年4⽉1⽇

議員
会館

官邸

全⾃連

国交省

徒歩9分

徒歩5分

徒歩8分

1分

デジ⽥事務局
・規制室

（参考）「全⾃連」事務所が⼊居するビル・所在地



⼀般社団法⼈全国⾃治体ライドシェア連絡協議会加盟⾃治体 令和7年4⽉10⽇
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l 都道府県・⾃治体間連携等による取組も開始
（⾚⾊部分）

l 地域公共交通の活性化等を⽬指す「⼀般社団法⼈
全国⾃治体ライドシェア連絡協議会」加盟⾃治体数
：163⾃治体（うち公表可能110⾃治体は地図記載のとおり）
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公共ライドシェア・共助版ライドシェア「i-Chan」（読み⽅：あいちゃん）

「i-Chan」先⾏⾃治体記者発表の様⼦（令和6年2⽉22⽇）
左から:⼤分県別府市（6⽉）富⼭県南砺市（4⽉）,右:⽯川県⼩松市（2⽉）

※（ ）内は開始⽉。いずれも令和6年

• 優しく親しみやすい⾞のシルエットと特徴的
な笑顔の⼝元。

• ⼝元の2つの⽮印の先には、乗客と運転⼿が居
る。

• 「公共ライドシェア」が、乗客と運転⼿を繋
ぐという意味を含んでいる。

「i-Chan」ロゴマーク（認証マーク）

株式会社ビームスに依頼し、
i-Chanグッズを制作。
ドライバーのユニフォーム活⽤、
利⽤者の共通アイテムは制作予定。

「i-Chan」グッズ

今後、てぬぐい以外も展開予定ユニフォーム：てぬぐい

• 読み⽅：あいちゃん
• i には、応募作品にも沢⼭使われていた「愛」、そして「私」という意味を込める。
• Chan（ちゃん）は、Chance（チャンス）、Challenge（チャレンジ）を想起する意味を込めると

同時に、⾼齢者や⼦どもたちが呼びやすく、⽇本⼈の⽂化「ちゃん、さん」が持つ親しみやす
さを外国⼈観光客にも感じてもらう効果をもつ。

公共ライドシェア・共助版ライドシェアの愛称（認証基準あり）

出典：令和6年11⽉25⽇、国⼟交通省「交通空⽩」解消・官⺠連携プラットフォーム第1回会合参考資料2 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001844200.pdf



公共ライドシェアの表⽰灯

令和6年「⽇本版ライドシェア」の
ニュースに頻出した表⽰灯

※⾦型は全⾃連で購⼊済み。必要な個数だけ販売可能

「公共ライドシェア・共助版ライドシェア（許可登録不要型）」
の表⽰灯

公共ライドシェアのラッピング
左：特⼤
右：⼤・中・⼩



ライドシェアに関する
制度解説



出典：中部運輸局「道路運送法の基礎知識について」（4⾴） https://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/tsukuro/keikaku/pdf/R6kenshushiryou3.pdf

有償（運送の対価）



⾃家⽤⾃動⾞（⽩ナンバー）の旅客運送：3パターン

道路運送法第78条 登録・許可の
要不要

⼀種
免許

⼆種
免許 備考

第１号 災害のため緊急を要するとき

第２号⾃家⽤有償旅客運送 運輸⽀局等の
「登録」が必要

〇
要：
⼤⾂認
定講習
の受講

〇 ・実施主体：市町村・NPO等（施⾏規則第49条）
・対象：住⺠及び観光旅客等（同第49条第1号）
・種別：交通空⽩地有償運送・福祉有償運送

   （同第51条）

第３号公共の福祉を確保するためやむを得ない場合
運輸⽀局の
「許可」が必要

〇
要：
⼤⾂認
定講習
の受講

〇

（具体例）
・訪問介護員による要介護者等の輸送
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/osaka/yusou/20230822-01-01.pdf
・幼稚園バス
https://www.mlit.go.jp/notice/noticedata/sgml/113/82000192/82000192.html

・レッカー⾞
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000018.html
https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/s_gunma/date/shasai_toriatsukai.pdf

「互助」 許可・登録 不要 〇 〇 https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001338101.pdf

（1）有償の場合

（2）無償の場合

公共ライドシェア

⽇本版ライドシェア

共助版ライドシェア

https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/osaka/yusou/20230822-01-01.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/osaka/yusou/20230822-01-01.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/osaka/yusou/20230822-01-01.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/osaka/yusou/20230822-01-01.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/osaka/yusou/20230822-01-01.pdf
https://www.mlit.go.jp/notice/noticedata/sgml/113/82000192/82000192.html
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000018.html
https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/s_gunma/date/shasai_toriatsukai.pdf
https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001338101.pdf


⽇本版ライドシェア
（道路運送法78条3号：⾃家⽤⾞活⽤事業）
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr3_000051.html

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr3_000051.html


出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・佐賀視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（1⾴）

⽇本版ライドシェア



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・佐賀視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（2⾴）

⽇本版ライドシェア



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・佐賀視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（3⾴）

⽇本版ライドシェア



公共ライドシェア
（道路運送法78条2号：⾃家⽤有償旅客運送制度）
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk3_000012.html

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk3_000012.html


出典：令和6年12⽉9⽇、南砺市特別講演、国⼟交通省旅客課講演資料（29⾴）

公共ライドシェア



出典：令和6年12⽉9⽇、南砺市特別講演、国⼟交通省旅客課講演資料（30⾴）

公共ライドシェア



共助版ライドシェア
（道路運送法における許可⼜は登録を要しない運送）
https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001338101.pdf

https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001338101.pdf


出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・武雄視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（13⾴）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・武雄視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（14⾴）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・武雄視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（15⾴）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・武雄視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（16⾴）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・武雄視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（17⾴）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）



出典：令和7年1⽉23⽇、全⾃連「公共ライドシェア」アドバイザー養成講座・武雄視察研修、国⼟交通省旅客課講演資料（18⾴）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）



具体的な事例紹介



公共ライドシェア



• ⽬的：地域住⺠や新しく開通する北陸新幹線で⼩松市を訪れた
⽅々の移動の利便性向上に加え、令和6年能登半島地震で被災され
た⼆次避難者の⽅々の移動を確保するために、タクシーが不⾜し
ている夜間の時間帯に「⼩松市ライドシェア：復興ライドシェ
ア」を実施するものとする。

• 実施主体：⼩松市（事業者協⼒型）

• 開始⽇：令和6年2⽉29⽇

• 運⾏区域：⼩松市・能美市・加賀市（発地・着地のいずれかが
⼩松市内）

• 運⾏⽇時：⽊曜・⾦曜・⼟曜の17〜24時
※地元タクシー協会から聞き取りを⾏い、タクシーが不⾜している

夜間を交通空⽩と定義
    ※ドライバーを⼀定数確保でき次第、毎⽇運⾏へ移⾏予定

• 運賃：タクシー運賃の8割

• 運転⼿：19⼈（常時稼働ドライバー11⼈）
※⼀般公募及び市職員の副業

• 運転⼿報酬及び⼿当：運賃の7割。⼿当は次のとおり
-燃料費 15円/ｋｍ
-夜間⼿当 500円/回（22時以降）
-通信費 2,000円/⽉（年間通じて⽉平均8⽇以上乗務された⽅）

• 決済⽅法：PayPay、クレジットカード

• 安⼼安全の確保（事例紹介）：
-ドライブレコーダーの搭載（前・後・⾞内の計3台）

※最⼤20台分を無償設置
       -法定点検に要した費⽤を全額補助

※補助条件：⽉に４回以上、１年間継続 ⼩松市ライドシェアのフライヤー（令和7年1⽉29⽇）

⽯川県⼩松市「復興ライドシェア」（令和6年2⽉29⽇〜）

⼩松市「復興ライドシェア」出発式（令和6年2⽉29⽇）



公共ライドシェア「定時定路線型」

出典：第3回国⼟交通省「交通空⽩」解消本部（令和6年12⽉11⽇）資料：「地域の⾜」「観光の⾜」確保に向けた取組状況と今後の対応42⾴



富⼭県南砺市版公共ライドシェア「なんモビ」
公共ライドシェア「タクシーとの共同運営の仕組み」

上:「⼀元管理システム」活⽤スキーム（国⼟交通省「交通空⽩」解消・官⺠連携プラット
フォーム第2回（令和7年3⽉19⽇）全⾃連発表資料3⾴）,下:出発式の様⼦（令和7年3⽉24⽇）

• 実施主体：南砺市 ※事業者協⼒型
• 総合調整：(⼀社)全国⾃治体ライドシェア連絡協議会
• タクシー優先配⾞のイメージ：

• 開始⽇：令和7年3⽉6⽇（実証運⾏開始）、3⽉24⽇（本
格運⾏開始）

• 運⾏⽇時：⽊・⾦・⼟曜⽇の夜間（ 17時〜 24 時）
• 利⽤者の⽀払い額：タクシー同額（初乗 600 円

（ 1.03km まで） 223m ごとに 100 円加算）
※タクシー同額の内訳：運送の対価（タクシー運賃の8 
割）及び協⼒⾦（タクシー運賃の 2 割）

• 運転⼿：3⼈（令和7年3⽉31⽇現在）
• 運転⼿への報酬：タクシー運賃の56％
• 運転⼿への⼿当：

- 通信費等補助⼿当：1か⽉あたり5,000円（30時
   間以上運⾏可能時間帯を事前登録した⽅が対象）
- 夜間運⾏⼿当：1運⾏あたり500円（22時以降に運
   ⾏が完了した場合）
- 燃料⼿当：運⾏距離1kmあたり15円

• 決済⽅法：クレジットカードのみ（PayPayは4⽉〜5⽉頃
から利⽤開始予定）

• 安⼼安全の確保（事例紹介）：
- ドライブレコーダー貸与（前後･⾞内録画仕様）
- 冬季運転（12⽉〜3⽉の間）は、スタッドレスタイ

      ヤ⼜はチェーンを着⽤

「タクシー優先配⾞」による地域の交通事業者等
との「共存・共栄」及び交通空⽩の解消を⽬指す。

全国⾃治体ライドシェア連絡協議会 / Liberra, Inc.



出典：「地域交通をめぐる状況と“公共ライドシェア”」資料17⾴（令和6年7⽉4⽇､国⼟交通省）

公共ライドシェア「タクシーとの共同運営の仕組み」を実現する⼀元管理システム
・R6年度地⽅創⽣交付⾦事業（デジ⽥TYPE S）
・富⼭県南砺市、⽯川県⼩松市
・R7年3⽉24⽇本格実施（出発式：鶴⽥物流・⾃動⾞局⻑、
川鍋全タク連会⻑、⽥中⾸⻑の会会⻑、樋渡全⾃連共同代表等）



令和7年3⽉19⽇国⼟交通省「交通空⽩」解消官⺠連携プラットフォーム（第2回）資料から抜粋



国⼟交通省「交通空⽩」解消官⺠連携プラットフォーム パイロット・プロジェクト（第２弾）資料8-9⾴（令和7年4⽉11⽇）



国⼟交通省「交通空⽩」解消官⺠連携プラットフォーム パイロット・プロジェクト（第２弾）資料8-9⾴（令和7年4⽉11⽇）



共助版ライドシェア
（道路運送法における許可⼜は登録を要しない運送）



「i-Chan キッズサポート」提供サービス
○学習⽀援
○⾒守り⽀援
○平⽇⼣⽅の移動⽀援
○⾷事⽀援
  ※会費１か⽉500円（運営協⼒⾦として）

共助版ライドシェア（許可登録不要型）

概 要

○⼭間部に住む⼦どもの塾･習い事への送り
○事業者の協⼒及びコネクティッドカー等
最新技術を活⽤し、事務効率と安⼼･安全
向上を実現

⾞両台数 ４台
ドライバー数 ８名

路線 ⼭間部→中⼼市街地（路線型）

時間 平⽇16時〜18時（定時運⾏）

その他 乗⾞前⽇予約（LINE利⽤）

全⾃連直営「i-Chanキッズサポート」提供サービス（佐賀県武雄市）

令和6年11⽉18⽇試験運⾏開始
「i-Chanキッズサポート」会員児童とその保護者

出典：国⼟交通省「交通空⽩」解消・第１回会合官⺠連携プラットフォーム参考資料2、9⾴（令和6年11⽉25⽇）



（参考）河津町商⼯会及び議会第1常任委員会「河津ザクライド」（静岡県河津町）

乗務員はi-Chanのユニフォーム（てぬぐい）を着⽤。ドライバー10⼈中6⼈が議員
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吉野町商⼯会「吉野ザクライド」（奈良県吉野町）
• 実施期間：令和7年3⽉28⽇（⾦）〜30⽇（⽇）
• 実施主体：吉野町商⼯会（協⼒：吉野町）
• 概要：吉野町では夜の時間帯において飲⾷店や宿
泊施設を利⽤するお客様の移動が問題となってい
るため、本事業に協⼒する飲⾷店や宿泊施設の利
⽤者（お客様）を対象に、共助版ライドシェア
「吉野ザクライド」の実証実験運⾏を実施し、繁
忙期のニーズを把握します。

• 送迎エリア：吉野町内
• 送迎時間：17時乗⾞〜21時乗⾞まで
• 料⾦：100円（1⼈1乗⾞に付き） ※ガソリン代等
実費相当として



今後重要となる取組



現状（地域交通の悩みが解決しない理由）
〇 地域の交通事業者等が反対をするので、⾃治体が取組
を進めにくい。

〇 「交通空⽩」は存在すると感じるが、どのようにして
それを証明をしたらよいか分からない。

〇 解決すべき「交通空⽩」の優先順位を付けることが難
しい。

〇 住⺠・観光客が、本当に乗るか分からない。
〇 様々な対象者が持つ多様な課題への解決策を探し続け
る結果、何から⼿を付けたらよいか分からない。

〇 改正された制度を使いたいが、それがこの地域に本当
に相応しいか⾃信がない。

令和7年度「調査事業」（案）
• パーソントリップ調査
• 住⺠、観光客、飲⾷ホテル旅館業者等の意識調査
• 導⼊可能地域の洗い出し
• 競合可能性のある交通事業者等ヒアリング
• 路線検討（市町村またぎ、経由施設）
• 関係⾃治体による検討会
• 主要交通結節点における潜在需要調査
• インバウンド向け潜在需要調査
• タクシーODデータ分析
• 共助版ライドシェア（許可登録不要型）等の運⾏によ
る利⽤調査 等

「交通空⽩」解消に向けた調査事業 【調査後の公共ライドシェア等導⼊イメージ】

現在のドラフト版です。今後、⽂⾔修正等⾏う可能性がありますこと申し添えます。

今後重要となる取組（1）



現状（地域交通の悩みが解決しない理由）
○ ドライバーのなり⼿不⾜。特に、⾼齢化が進む地域で
はドライバー⼈材の確保は困難（しかし、そのような
地域こそドライバーが必要）

○ 公共ライドシェアのドライバーは、登録後の稼働が少
なくモチベーションが下がるという現象が起きている。

○ 運⾏管理者も不⾜しており、地域内で探すことが難し
い。特に、早朝・深夜等の時間帯

○ ⾼度な専⾨性やコミュニケーション能⼒を有するコー
ディネーターを地域内で⾒つけることが難しい。地域
内での育成には時間と⼤きなコストがかかる。

令和7年度「担い⼿募集・育成・マッチング事業」（案）
• ドライバー⼈材プール：必要とする地域及び周辺でド
ライバー⼈材の募集・育成、地域とのマッチングを⾏
う。安⼼・安全な運⾏に係る取組も実施する。

• 運⾏管理者⼈材プール：運⾏管理者を全国で募集・育
成し、オンラインでの運⾏管理業務を必要とする地域
とマッチングする。

• コーディネーター⼈材プール：モビリティ⼈材育成事
業（国⼟交通省共創MaaS実証プロジェクト）で輩出
された⼈材、地⽅議員等を、コーディネーター候補者
に登録。資格や経歴を明確にし、マッチングを⾏いや
すくする。※全⾃連コーディネーター派遣事業と連携

• これら「担い⼿組織」を官⺠連携で構築・運営

担い⼿強靱化事業（募集・育成・マッチング）

現在のドラフト版です。今後、⽂⾔修正等⾏う可能性がありますこと申し添えます。

今後重要となる取組（2）

⽯川県⼩松市住⺠ワークショップの様⼦（令和6年12⽉7⽇）

令和6年度モビリティ⼈材育成事業（全⾃連主催）の概要

【地域交通の担い⼿募集・育成事業】



出典：「地域交通をめぐる状況と“公共ライドシェア”」資料17⾴（令和6年7⽉4⽇､国⼟交通省）

「タクシーとの共同運営の仕組み」を実現する「⼀元管理システム」の導⼊
今後重要となる取組（3） 再掲



国の補助事業
※第⼀次申請終了：3/10（⽉）〜4/7（⽉）16時
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/kyousou/



出典：国⼟交通省「交通空⽩」解消本部（第3回）資料 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001850987.pdf



出典：国⼟交通省「交通空⽩」解消本部（第3回）資料 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001850987.pdf



出典：国⼟交通省「交通空⽩」解消本部（第3回）資料 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001850987.pdf



出典：h?ps://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/kyousou/



出典：h?ps://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/kyousou/


